







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































244 一経 営 論 集一
46）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p．106．
47）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p106．
48）Gregory　Jackson，　M，　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p107．
49）この利益関連型給与の場合，利益が高い場合には変動型給与を導入していない場合よりも高く，会社の業
　　績が悪化すればより低くなる。この場合，従業員は業績の改善による報酬の割り当てに伴うリスクを受け
　　入れねばならない。同時にこれによって財務管理上コストがコントロールしやすくなるという点で明白な
　　コスト削減効果を使用者側は期待している。Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p．107．
50）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit，　p．108－p．109．
51）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p，109－p．110．
52）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit，　p．110．
53＞Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p．111．
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55）Gregory　Jackson，　M，　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p．112．
56）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A　Kurdelbusch，　op．cit．，　p．112－p．113，ジャクソンらにオよれば，「（商法典
　　【Handelsgesetzbuch】で定められているような）伝統的な会計ルールと異なり，国際基準は業績好調時に
　　秘密積立金（hidden　reserves）を積み立てることを制限している。しかし，業績好調時に資金を隠し，業
　　績不振時に積立金を持っていることは従業員のためであろうと主張されることもある。労働組合の専門家
　　はこの見方に同意しない。この専門家たちは秘密積立金が会社のバランスシートの平準化効果を持ってい
　　ると考えている。配当と報酬の分配に関して，ドイッ会計基準の影響は反循環的（anticyclical）ではなく
　　正循環的（procyclical）である。業績不振時にドイッ会計基準を用いる会社は実際には営業利益が存在し
　　ないのに秘密積立金を取り崩して利益を計上する。公表利益は企業の実態を蝕み，それはとくに従業員に
　　とっても危険である分配要求をもたらす。対照的に高利益という文脈では，公表利益はこの一部を株主と
　　従業員に分配できるであろうにもかかわらず極小化される。」（ibid．，　p113，）
57）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p．114，
58）当時のIR部門の責任者はマンネスマン社の投資の90％が通信事業部門に振り向けられていることを明ら
　　かにしていた。この点で，労働側代表は，伝統的な事業部門である，エンジニアリング，鋼管，自動車部
　　品事業が競争上不利になる危険を認識していたと言われている。H6pner　Martin，　ibid．，　S，180，
59）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p．114．
60）この点については，Zugeh6r，　R．，　ibid．，　Teil　V．（S．146－167．）（ライナー・ツーゲヘア，前掲訳書，142頁一166頁）
　　を参照せよ。尤も，ジャクソンらも「大抵の大抵，経営者と従業員は株主の急激なリストラ要求に反対する。
　　そのようなインサイダー・アウトサイダー・コンフリクトの好例はバイエル・コングロマリットを法的に
　　別個の会社に解体するように求めた一部の主要株主の要求である」ことも認めている。Gregory　Jackson，　M．
　　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　opcit．，　p，115．
61）H6pner　Martin，　ibid．t　S．156。ドイツ経済研究所（IW）のアンケート調査やハンデルスブラット（Handelsblatt）のアン
　　ケート調査は経営側が共同決定の意義を高く評価していることを明らかにしている。Vgl．，　H6pner　Martin，　ibid．，　S．157．
62）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　pユ15．　Vgl．，　H6pner　Martin，　ibid．，　S．195．
63）ヘプナーによれば，こうしたトレンドは1980年代にすでに観察されたものと理解されている。Vgl．，
　　H6pner　Martin，　ibid．，　Sユ95．　S．210．
64）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p116．
65）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p．116－p．117，
66）115サンプル企業の46％において，こうした事業所協定が締結されていた。VgL，　H6pner　Martin，　ibid．，　S156．
67）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　opciし，　p．117．
68）Gregory　Jackson，　M．　H6pner　and　A．　Kurdelbusch，　op．cit．，　p．117，
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